
廃油キャンドル 
 

調理後に出る廃油を素材にしたキャンドルを制作！ 

 

天ぷらなどの揚げ物を調理したあとに必ず出る廃油。２～３回繰り返し使うことはあって

もいずれは捨てられるもの。そのまま排水溝に流すのはもってのほかですが、多くの場合

新聞紙などに吸い取らせたり凝固剤で固めたりしてごみ箱へ。 

この揚げ物料理の調理後に必ず出る廃油をかわいらしいキャンドルへとリメイクする企画。 

カトリックではキャンドルは自らを犠牲にしながら世を照らすシンボル。 

「光ヶ丘」の名も、「世の光となれ」という聖書の御言葉に由来します。 

 

捨てられるものに新しい命を吹き込み、価値あるものとして再生させ、その灯は自ら輝き

ながらその光世界をあたたかく照らす希望の光となります。―「人の、光に。」 

✎キャンドルの素材には調理後に出る廃油を使用し、びんにはジャムや乳製品などが入っていた廃棄びんを使用しています。 

 

 

SDGsプロジェクト 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未処理排水を減らして水をきれいに 

女子高校生に政治・経済・社会に参画する力を 

廃棄物を適切に管理して環境への悪影響を最小限に 

廃棄物から新しい価値を生むライフスタイルを 

廃油による汚染をなくしきれいに海を 

さまざまな人の経験を共有し手を取り合って 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「廃油キャンドル」が貢献する SDGsのゴールとターゲットの例 

 

 

 

 

 

 



 

 


